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中欧研究所
中欧研究所

所
長
ご
あ
い
さ
つ

水
田 

宗
子

（
学
校
法
人
城
西
大
学
理
事
長
・
中
欧
研
究
所
長
）

　

学
校
法
人
城
西
大
学
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育

成
に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
て
世
界
の

さ
ま
ざ
ま
な
大
学
と
国
際
交
流
を
深
め
る
な
か
、
特

に
中
欧
諸
国
の
大
学
に
関
し
て
、
学
生
交
流
お
よ
び

人
材
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
中
欧
地
域
で
の

教
育
交
流
お
よ
び
文
化
交
流
の
実
績
を
積
み
上
げ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
同
地
域
と
の
さ
ら
な
る
学
術
交
流
の
推

進
、
国
際
性
・
専
門
性
を
備
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
を
め
ざ
し
、
新
た
な
手
段
を
模
索
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
２
０
１
３
年
11
月
21
日
に
ハ
ン
ガ

リ
ー
首
相
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
オ
ル
バ
ー
ン
閣
下
が
ご

来
学
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、
こ
の
た
び
中
欧
研
究

所
を
設
立
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
ご
来
学
時

に
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
オ
ル
バ
ー
ン
閣
下
は
ハ
ン
ガ
リ
ー

か
ら
本
研
究
所
に
２
名
の
研
究
者
が
派
遣
さ
れ
る
こ

と
を
決
定
・
宣
言
さ
れ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
文
化
等
に

関
す
る
学
術
書
を
多
数
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

設
立
に
あ
た
り
、
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
４
か
国
の

各
国
駐
日
大
使
館
よ
り
ご
賛
同
を
頂
戴
し
、
各
国
駐

日
大
使
閣
下
に
は
、
研
究
所
名
誉
所
長
に
ご
就
任
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
中
欧
の
各
国
大
使
・

提
携
校
や
提
携
機
関
、
外
務
省
等
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
な
が
ら
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
欧
研
究
所
は
２
０
１
４
年
２
月
４
日
に
本
学
東

京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
棟
に
て
開
催
さ
れ
る

V
isegrad plus Japan Security Sem

inar

と
、
翌
２

月
５
日
に
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
に
て

開
催
さ
れ
るV

4+Japan Student Conference

を
活

動
の
第
一
歩
と
し
て
踏
み
出
し
、
積
極
的
に
活
動
を

行
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

名
誉
所
長
ご
あ
い
さ
つ

イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
・
セ
ル
ダ
ヘ
イ
閣
下

（
駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
・
中
欧
研
究
所
名
誉
所
長
）

　

こ
の
た
び
、
学
校
法
人
城
西
大
学
内
に
中
欧
研
究

所
が
設
置
さ
れ
ま
す
こ
と
は
ま
こ
と
に
意
義
深
く
、

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
れ
は
と
り
も
な

お
さ
ず
貴
大
学
が
以
前
よ
り
中
欧
諸
国
と
の
学
生
交

流
、
文
化
交
流
、
学
術
交
流
等
を
継
続
さ
れ
て
き
た

こ
と
、
加
え
て
現
在
に
至
る
ま
で
日
本
国
内
に
は
中

欧
の
専
門
研
究
機
関
が
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
こ

と
さ
ら
重
要
な
こ
と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

１
９
９
０
年
以
降
、
日
本
と
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー
ド

４
か
国
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
）を
含
む
中
欧
各
国
と
の
つ
な
が
り
は
、

政
治
、
経
済
、
文
化
等
の
各
分
野
に
お
い
て
し
っ
か

り
根
を
下
ろ
し
、
既
に
熟
し
た
関
係
に
ま
で
発
展
し

て
き
て
い
ま
す
。
昨
年
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
首
相
訪
日
に

際
し
発
表
さ
れ
た
中
欧
研
究
所
設
立
で
す
が
、
特
に

本
年
が
『
Ｖ
４
＋
日
本 

交
流
年
』
と
い
う
記
念
す

べ
き
年
に
あ
た
る
こ
と
も
あ
り
、
２
０
１
４
年
に
東

京
で
開
所
さ
れ
る
こ
と
は
時
代
に
即
し
て
い
る
だ
け

で
な
く
タ
イ
ム
リ
ー
な
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

初
代
名
誉
所
長
と
し
て
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
に

際
し
、
私
は
こ
の
中
欧
研
究
所
が
東
京
か
ら
発
信
す

る
将
来
的
に
は
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
交
流
セ
ン

タ
ー
、
日
本
の
み
な
ら
ず
国
際
的
に
も
学
術
的
に
高

水
準
の
中
味
を
伴
っ
た
知
名
度
あ
る
機
関
に
成
長
す

る
こ
と
を
願
い
、
そ
の
達
成
に
向
け
て
全
力
を
尽
く

し
て
ゆ
く
所
存
で
す
。

中
欧
研
究
所
に
つ
い
て

〈
中
欧
研
究
所
の
目
的
〉

　

本
研
究
所
は
、
本
学
法
人
内
の
学
術
セ
ン
タ
ー
と

し
て
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
置
し
、
城
西

大
学
・
城
西
国
際
大
学
の
両
大
学
を
含
む
本
学
グ

ル
ー
プ
全
体
で
、
２
０
０
７
年
に
本
学
が
本
格
交

流
を
開
始
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
は
じ
め
、
チ
ェ
コ
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
を
加
え
た
い
わ
ゆ
る

ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
４
か
国
（
Ｖ
４
）
を
中
心
と
す

る
地
域
を
第
一
義
に
、
そ
の
周
辺
国
を
加
え
た
中
欧

に
お
け
る
国
際
教
育
・
連
携
の
推
進
機
能
を
担
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
高
等
教
育
・
研
究
機
関
と
し
て
中
欧

研
究
の
奨
励
、
中
欧
地
域
と
日
本
に
お
け
る
学
術
交
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西
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２
０
１
３
年
11
月
21
日
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
オ
ル

バ
ー
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
ル
（O

rbán, V
iktor

）
首
相

が
本
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
学
さ
れ
る

と
と
も
に
、
本
学
か
ら
の
名
誉
博
士
記
授
与
お
よ
び

特
別
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
中
期
目
標
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
て
世
界
の

さ
ま
ざ
ま
な
大
学
と
積
極
的
に
国
際
交
流
を
深
め

る
な
か
、
特
に
中
欧
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
関
し
て
は
、

２
０
０
７
年
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
（Budapest 

Business School

）
と
の
学
術
交
流
協
定
を
皮
切

り
に
、
現
在
、
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ラ
ー
ン
ド
大
学

（Eötvös Loránd U
niversity

）
を
は
じ
め
、
同

国
を
代
表
す
る
九
つ
の
大
学
と
協
定
を
結
ん
で
い
ま

す
。
そ
し
て
、
２
０
１
３
年
ま
で
に
城
西
大
学
・
城

西
国
際
大
学
両
学
よ
り
１
５
０
名
以
上
の
学
生
が
そ

れ
ら
の
大
学
へ
留
学
す
る
と
と
も
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

か
ら
も
１
０
０
名
近
く
の
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
両
学
で
は
２
０
０
８
年
以
降
、
の
べ

３
千
名
を
超
え
る
学
生
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
を
学
ん
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
来
学
は
、
こ
れ
ら
本
学
と
ハ
ン
ガ

リ
ー
お
よ
び
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
大
学
と
の
深
い
学
術
交

流
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
高
く
評
価
さ
れ
、
オ
ル
バ
ー

ン
首
相
の
公
式
訪
問
と
な
っ
て
実
現
し
た
も
の
で

す
。
公
式
実
務
訪
問
賓
客
と
し
て
の
今
回
の
来
日
で

は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
と
の
御
引
見
や
安
倍
晋
三
内

閣
総
理
大
臣
と
の
会
談
な
ど
多
忙
な
行
事
が
予
定
さ

れ
る
中
、
高
等
教
育
機
関
と
し
て
は
唯
一
本
学
に
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
政

府
要
人
の
本
学
へ
の
ご
来
学
と
し
て
は
、
２
０
０
９

年
12
月
の
シ
ョ
ー
ヨ
ム
・
ラ
ー
ス
ロ
ー
（Sólyom

, 
László

）
大
統
領
（
当
時
）
に
続
く
も
の
で
す
。

　

水
田
宗
子
理
事
長
や
城
西
大
学
森
本
雍
憲
学
長
、

城
西
国
際
大
学
柳
澤
伯
夫
学
長
が
出
迎
え
る
中
、

オ
ル
バ
ー
ン
首
相
以
下
、
バ
ロ
グ
・
ゾ
ル
タ
ー
ン

（Balog, Zoltán

）
教
育
大
臣
、
ヴ
ァ
ル
ガ
・
ミ
ハ
ー

イ
（V

arga, M
ihály

）
経
済
大
臣
、
シ
ー
ア
ル

ト
ー
・
ペ
ー
テ
ル
（Szijjártó, Péter

）
首
相
府
対

外
外
交
経
済
政
務
次
官
ら
に
加
え
、
セ
ル
ダ
ヘ
イ
・

イ
シ
ュ
ト
バ
ー
ン
（Szerdahelyi, Istvan

）
駐
日

ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
お
よ
び
山
本
忠
通
駐
ハ
ン
ガ
リ
ー

大
使
ら
計
37
名
の
訪
問
団
が
来
学
し
、
会
見
を
行
い

ま
し
た
。

　

会
見
で
は
、
水
田
理
事
長
が
「
首
相
に
本
学
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
で
す
。
今
後
も
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
大
学
と
の
交
流
を
深
め
、
日
本
と
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
懸
け
橋
と
な
る
人
材
の
育
成
に
一
層
つ
と
め

て
ま
い
り
ま
す
」
と
挨
拶
し
、
オ
ル
バ
ー
ン
首
相
も

「
急
速
に
変
化
す
る
世
界
の
中
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
は
若
い
世
代
の
育
成
が
重

要
で
す
。
城
西
大
学
と
の
学
術
交
流
を
通
じ
て
、
二

国
間
の
絆
が
さ
ら
に
強
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
見
に
続
き
、
地
下
ホ
ー
ル
に
て
、
オ
ル
バ
ー
ン

首
相
へ
の
城
西
大
学
名
誉
博
士
記
授
与
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
授
与
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
今
日
の

繁
栄
に
導
い
て
こ
ら
れ
た
オ
ル
バ
ー
ン
首
相
の
長
年

に
わ
た
る
活
動
と
功
績
を
た
た
え
て
授
与
を
決
定
し

た
も
の
で
す
。
オ
ル
バ
ー
ン
首
相
は
、
１
９
６
３
年

生
ま
れ
、
本
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る

エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ラ
ー
ン
ド
大
学
を
１
９
８
７
年

流
・
共
同
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
広
く
国
際

関
係
を
支
え
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

〈
具
体
的
な
活
動
内
容
〉

　

本
研
究
所
は
、
下
記
の
点
を
具
体
的
活
動
に
掲
げ

て
い
ま
す
。

①
上
記
目
的
に
沿
っ
た
施
策
の
立
案
と
実
施

②
同
地
域
の
提
携
大
学
と
の
交
流
活
動
・
共
同
研
究

の
具
体
的
推
進

③
各
国
関
係
諸
機
関
・
大
使
館
等
と
の
連
携

④
同
地
域
に
関
心
の
あ
る
諸
団
体
・
企
業
と
の
連

携
、
研
究
資
金
等
の
獲
得

⑤
セ
ミ
ナ
ー
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
講
演
会
等
の
開
催

⑥
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
の
発
行

⑦
学
術
誌
の
発
行

〈
本
学
と
中
欧
と
の
交
流
経
緯
〉

　

本
学
は
、
こ
れ
ま
で
中
欧
諸
国
と
積
極
的
な
教
育

交
流
お
よ
び
文
化
交
流
を
行
い
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は

エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ラ
ー
ン
ド
大
学
は
じ
め
同
国
を

代
表
す
る
９
大
学
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ

大
学
を
は
じ
め
４
大
学
、
チ
ェ
コ
で
は
カ
レ
ル
大
学

を
は
じ
め
３
大
学
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
で
は
プ
レ
シ
ョ

フ
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
語
学

教
育
も
積
極
的
に
実
施
し
、
前
後
期
通
算
年
間
１
千

名
を
超
え
る
日
本
人
学
生
が
本
学
で
ハ
ン
ガ
リ
ー

語
、
チ
ェ
コ
語
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
を
学
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
２
０
０
９
年
12
月
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和

国
の
大
統
領
シ
ョ
ー
ヨ
ム
・
ラ
ー
ス
ロ
ー
閣
下
の
来

学
を
記
念
し
て
水
田
宗
子
奨
学
金
を
設
立
し
、
両
国

の
人
材
育
成
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
日
本
両
国

間
に
お
け
る
教
育
・
研
究
、
人
材
育
成
へ
の
大
き
な

貢
献
が
認
め
ら
れ
、
水
田
理
事
長
が
２
０
１
１
年
5

月
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
よ
り
文
化
勲
章
を
受
章
、

２
０
１
３
年
11
月
に
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
オ
ル
バ
ー
ン
閣

下
よ
り
ハ
ン
ガ
リ
ー
中
十
字
勲
章
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
中
欧
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
講
演
会
な
ど
も
積
極
的
に
開
催
し
、
２
０
１
２

年
４
月
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
統
領
夫
人
、
２
０
１
２
年

10
月
に
ヴ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
ト
ム
シ
ー
ク
チ
ェ
コ
国
立

銀
行
副
総
裁
が
本
学
に
お
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
２
０
１
３
年
２
月
に
は
「
Ｖ
４
＋
日
本　

東

方
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
」
を
外
務
省
と

の
共
催
に
よ
り
本
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
し
、
２
０
１
３
年
６
月
の
Ｖ
４
各
国
の
首
脳
の

公
式
会
談
後
の
共
同
声
明
に
お
い
て
そ
の
実
績
等
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
０
１
３
年
11
月
に

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
首
相
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
オ
ル
バ
ー
ン
閣

下
が
来
学
さ
れ
、
本
学
か
ら
の
名
誉
博
士
記
授
与
お

よ
び
特
別
講
演
会
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
中
欧
研
究

所
の
設
立
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
オ
ル
バ
ー
ン
首
相
が
来
学

日
時
：
２
０
１
３
年
11
月
21
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

所 長 水田 宗子
（学校法人城西大学理事長）

名誉 所 長

H.E. Ms. Kateřina Fialková
（駐日チェコ大使）

H.E. Mr. István Szerdahelyi
（駐日ハンガリー大使）

H.E. Mr. Cyryl Kozaczewski
（駐日ポーランド大使）

H.E. Mr. Michal Kottman
（駐日スロヴァキア大使）

副 所 長 柴　宜弘
（城西国際大学客員教授）

名 誉
フ ェ ロ ー

Mr. Zoltán Sűdy
（元駐日ハンガリー大使）

Ms. Jadwiga Rodowicz-
Czechowska

（前駐日ポーランド大使 )

フェロ ー

井上　明久
（城西国際大学招聘教授）

大島　利雄
（城西大学教授）

七井　誠一郎
（城西国際大学教授）

関　俊暢
（城西大学教授）

飯尾　唯紀
（城西大学准教授）

Andrew Horvat
（城西国際大学招聘教授）

Attilá Kiraly
（城西国際大学助教）

●メンバー 一覧
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に
ご
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
青
年
民
主

同
盟
の
結
成
以
来
の
メ
ン
バ
ー
で
、
常
に
自
由
と
民

主
主
義
の
た
め
に
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
１
９
９
０
年
の
社
会
主
義
体
制
終
焉
後
初

の
選
挙
以
来
、
常
に
国
会
に
議
席
を
保
持
さ
れ
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
市
民
同
盟
の
党
首
と
し
て
、
あ
る
い
は
首

相
と
し
て
常
に
主
導
的
な
役
割
を
担
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
ご
来
学
を
記
念
し
て
、
オ
ル
バ
ー
ン

首
相
に
「
変
化
す
る
世
界
の
中
の
ハ
ン
ガ
リ
ー

と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（H

ungary and Europe in a 
Changing W

orld

）」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
特
別
講

演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
講
演
で
は
、
近

代
に
お
け
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
体
制
、
経
済
の
変
遷

と
、
そ
れ
に
影
響
を
与
え
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
歴

史
と
こ
れ
か
ら
の
展
望
へ
の
考
察
、
そ
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
世
代
を
担
う
若
者
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

ど
、
四
半
世
紀
に
わ
た
り
、
政
治
の
第
一
線
に
て
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
変
革
を
指
導
し
て
こ
ら
れ
た
実
体
験
に

基
づ
い
た
お
話
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
会
場
の
地
下

ホ
ー
ル
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ツ
ィ
リ
ル
・
コ
ザ

チ
ェ
フ
ス
キ
（Cyryl K

ozaczew
ski

）
大
使
、
ス

ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
ミ
ハ
ル
・
コ
ッ
ト
マ
ン
（M

ichal 
K

ottm
an

）
大
使
、
チ
ェ
コ
の
ヤ
ン
・
ユ
ヘ
ル
カ

（Jan Juchelka

）
副
大
使
、
Ｅ
Ｕ
代
表
部
の
メ

イ
ヴ
・
コ
リ
ン
ズ
（M

aeve Collins

）
次
席
ら
、

「
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
４
か
国
（
Ｖ
４
）」
の
代
表
を

は
じ
め
、
日
本
学
術
振
興
会
の
渡
邊
淳
平
理
事
、
独

立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
、
独
立
行
政
法
人
科
学

技
術
振
興
機
構
な
ど
か
ら
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
お
よ
び
本

学
に
縁
の
深
い
招
待
客
の
方
々
や
、
本
学
の
教
員
・

学
生
や
チ
ェ
コ
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
カ

ナ
ダ
な
ど
か
ら
の
留
学
生
ら
約
１
５
０
名
が
熱
心
に

オ
ル
バ
ー
ン
首
相
の
特
別
講
演
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
会
場
に
入
り
き
れ
な
い
本
学
の
学
生

た
ち
が
同
時
中
継
に
よ
り
別
教
室
で
講
演
を
聞
い
た

ほ
か
、
城
西
大
学
・
城
西
国
際
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス

に
も
中
継
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
終
了
後
、
首
相
は
、
地
下
ホ
ワ
イ
エ
に

て
ホ
ー
ル
に
入
り
き
れ
な
か
っ
た
本
学
の
大
勢
の
学

生
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
の
留
学
生
ら
に
囲
ま
れ
て
、

し
ば
し
交
流
の
時
間
を
持
ち
ま
し
た
。
交
流
の
場
で

は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
を
学
ぶ
本
学
の
学
生
が
流
暢
な

ハ
ン
ガ
リ
ー
語
で
首
相
に
挨
拶
し
て
来
学
の
御
礼
を

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
の
留
学

生
も
日
本
で
の
充
実
し
た
留
学
生
活
の
報
告
な
ど
を

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
オ
ル
バ
ー
ン
首
相
の
来
学
に
よ
り
、
今
後

の
本
学
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
親
善
お
よ
び
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
大
学
と
の
交
流
が
ま
す
ま
す
深
ま
る
こ
と
が

大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
今
回
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
こ

れ
ま
で
の
中
欧
地
域
で
の
本
学
の
教
育
実
績
を
踏
ま

え
、
同
地
域
と
の
さ
ら
な
る
共
同
研
究
・
学
術
交

流
・
人
材
育
成
の
推
進
、
学
部
・
大
学
院
教
育
支
援

の
た
め
に
、「
中
欧
研
究
所
（Josai Institute for 

Central European Studies

）」
を
東
京
紀
尾
井

町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
置
す
る
旨
の
発
表
も
あ
わ
せ
て

行
い
ま
し
た
。

握手するオルバーン首相（右）と水田理事長

オルバーン首相への名誉博士記授与

学生たちとの交流

今
回
の
首
相
の
ご
来
学
に
合
わ
せ
、

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号

棟
水
田
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
「
本

学
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
交
流
」
と
題
し
た
写

真
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
美
し
い
街
並
み
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
本
学
か
ら
の
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
大
学
訪
問
の
様
子
や
学
生
ら
に

よ
る
国
際
交
流
の
歴
史
、
こ
れ
ま
で
本
学

に
て
行
わ
れ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
関
連
の
各
種

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
イ
ベ
ン
ト
等
を
紹
介
し

ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
音

楽
、
楽
器
、
映
像
、
文
学
な
ど
の
独
特
の

文
化
も
紹
介
し
ま
し
た
。

本学とハンガリーの交流展の一角
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２
０
１
３
年
10
月
25
日
、
総
理
大
臣
公
邸
で
開
催

さ
れ
た
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
夫
妻
の
主
催
に
よ

る
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
夕
べ
」
に
、

本
学
に
留
学
中
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
（U

niversity 
of W

arsaw

）、
ポ
ー
ラ
ン
ド
日
本
情
報
工
科
大

学
（Polish-Japanese Institute of Inform

ation 
T

echnology

）
の
学
生
が
招
か
れ
、
今
後
の
両
国

の
交
流
進
展
に
向
け
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。

　

本
学
は
中
期
目
標
に
お
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

育
成
に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
、
世
界

の
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
と
積
極
的
に
国
際
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。
特
に
中
欧
の
国
々
の
高
等
教
育
機
関
と

活
発
な
交
流
を
進
め
て
お
り
、
本
年
度
ポ
ー
ラ
ン
ド

か
ら
は
３
大
学
よ
り
13
名
の
学
生
を
１
年
間
の
予
定

で
留
学
生
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
招
待
は
、
２
０
１
３
年
６
月
の
安
倍
総

理
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
訪
問
に
同
行
さ
れ
た
総
理
夫
人

が
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
日
本
情
報
工

科
大
学
を
往
訪
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

本
学
に
在
学
す
る
両
大
学
の
学
生
た
ち
に
「
10
月

の
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
夕
べ
』
で
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
魅
力
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
日
本
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
ど
う
す
れ
ば
さ
ら
に
密

接
な
関
係
に
な
れ
る
の
か
、
留
学
生
の
視
点
か
ら
提

言
・
提
案
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
依
頼
を
い
た
だ

い
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
安
倍
総
理
夫
妻
を
は
じ
め
、
来
日

中
の
ヤ
ヌ
シ
ュ
・
ピ
エ
ホ
チ
ン
ス
キ
（Janusz 

Piechociński

）
ポ
ー
ラ
ン
ド
副
首
相
兼
経
済
相
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
両
国
の
駐
日
大
使
夫

妻
、
日
本
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
友
好
議
員
連
盟
お
よ
び
日

本
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
友
好
議
員
連
盟
の
国
会
議
員
等

両
国
関
係
者
の
前
で
、
本
学
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
留
学
生

８
名
が
今
後
の
交
流
の
一
層
の
進
展
に
向
け
た
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
留
学
生
そ
れ
ぞ
れ
が
日
本
へ
の
興
味

を
持
っ
た
き
っ
か
け
の
説
明
や
、
バ
ス
を
使
っ
た

「
移
動
文
化
セ
ン
タ
ー
」
に
よ
る
相
互
文
化
交
流
推

進
の
提
言
な
ど
を
行
い
、
両
国
関
係
者
か
ら
大
き
な

拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
０
０
９
年
12
月
３
日
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
の

シ
ョ
ー
ヨ
ム
・
ラ
ー
ス
ロ
ー
（Sólyom

, László

）

大
統
領
が
本
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
を
ご
訪

問
さ
れ
、
特
別
講
演
お
よ
び
学
生
た
ち
と
の
交
流
を

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
３
時
に
ご
到
着
さ
れ
た
大
統
領
は
最
初
に
水

田
宗
子
理
事
長
や
本
学
理
事
・
諸
先
生
方
と
ご
懇
談

さ
れ
ま
し
た
。
観
光
学
部
の
学
生
た
ち
が
お
も
て
な

し
の
お
茶
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
と
と
も
に
出
す
と
、
笑

顔
で
応
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

水
田
理
事
長
か
ら
は
、
大
統
領
の
来
学
を
歓
迎

し
、
本
学
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
交
流
の
こ
れ
ま
で
の

紹
介
や
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
元
大
使
お
二
人
が
本
学
客

員
教
授
を
務
め
て
お
ら
れ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
歴
史
や

文
化
も
教
育
し
て
い
る
こ
と
、
大
統
領
来
学
を
記
念

し
て
の
奨
学
金
の
創
設
の
発
表
、
そ
し
て
、
本
日
い

た
だ
く
ご
講
演
が
新
し
い
時
代
を
構
築
し
つ
つ
あ
る

日
本
に
と
っ
て
非
常
に
示
唆
深
い
も
の
と
な
り
、
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
統
領
は
、「
大
学
は
私
の
本
来
い
る
べ
き
場
所

と
い
う
気
が
し
て
大
変
う
れ
し
い
で
す
。
日
本
・
ハ

ン
ガ
リ
ー
友
好
１
４
０
周
年
記
念
と
い
う
節
目
の
年

に
い
た
だ
い
た
奨
学
金
は
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
城
西
大
学
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
両
国
交

安
倍
総
理
夫
妻
主
催
の「
ポ
ー
ラ
ン
ド・ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
夕
べ
」

に
お
い
て
、本
学
に
留
学
中
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
学
生
が

　
　
　
　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

日
時
：
２
０
１
３
年
10
月
25
日

場
所
：
総
理
大
臣
公
邸

安倍首相を囲んで

ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
大
統
領
が
本
学
に
て
特
別
講
演

日
時
：
２
０
０
９
年
12
月
３
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

ショーヨム大統領をお迎えして

ハンガリー奨学金贈呈
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流
の
モ
デ
ル
ロ
ー
ル
と
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
し
、
ま

た
個
人
と
し
て
も
今
後
、
城
西
大
学
と
ハ
ン
ガ
リ
ー

と
の
交
流
促
進
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
」
と
お

話
に
な
り
ま
し
た
。

◆
セ
ン
ト
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
大
学
と
の

　
学
術
交
流
協
定
調
印
式

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
セ
ン
ト
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
大

学
（Szent István U

niversity
）
と
の
学
術
交
流

協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
、
大
統
領
ご
臨
席
の
も
と

シ
ョ
ル
テ
ィ
（Solti, László

）
学
長
と
水
田
理
事

長
に
よ
る
協
定
書
の
交
換
を
行
わ
れ
ま
し
た
。
セ
ン

ト
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
大
学
は
同
国
の
農
業
教

育
、
観
光
教
育
を
牽
引
し
、
ま
た
社
会
科
学
分
野
で

も
知
ら
れ
た
同
国
を
代
表
す
る
総
合
国
立
大
学
で

す
。

◆
水
田
ハ
ン
ガ
リ
ー
奨
学
金
の
発
表

　

水
田
ハ
ン
ガ
リ
ー
奨
学
金
の
発
表
お
よ
び
水
田
理

事
長
か
ら
ボ
ハ
ー
ル
（Bohar, Erno

）
駐
日
大
使

へ
の
目
録
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
奨
学
金
は

大
統
領
来
学
を
記
念
し
、
経
営
、
観
光
、
環
境
、
国

際
文
化
、
Ｉ
Ｔ
な
ど
の
分
野
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
本

学
へ
留
学
す
る
学
生
に
対
し
、
学
費
、
渡
航
費
、
滞

在
費
等
の
支
援
を
行
う
も
の
で
、
こ
の
奨
学
金
を
利

用
し
て
よ
り
多
く
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
留
学
生
が
本
学

で
学
ぶ
こ
と
を
願
い
、
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

◆
大
統
領
の
特
別
講
演

　

大
統
領
の
特
別
講
演
は
「
法
に
よ
る
革
命
：
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
民
主
化
か
ら
20
年
」
と
題
し
、
民
主
主
義

体
制
へ
の
移
行
時
に
法
学
者
と
し
て
市
民
運
動
に
積

極
的
に
関
与
し
、
憲
法
裁
判
所
の
設
立
お
よ
び
初
代

長
官
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
ご
自
身
の
経
験
談
を
基

に
、
大
変
興
味
深
い
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演

後
は
、
城
西
大
学
、
城
西
国
際
大
学
の
両
大
学
の
学

生
か
ら
活
発
な
質
問
が
あ
り
、
大
統
領
は
、
そ
の
一

つ
ひ
と
つ
に
丁
寧
に
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

◆
学
生
と
の
懇
談

　

講
演
後
は
場
所
を
カ
フ
ェ
に
移
し
、
本
学
学
生
と

の
交
流
会
に
ご
参
加
さ
れ
た
大
統
領
は
、
こ
の
交
流

会
を
大
変
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
た
と
お
聞
き
し
ま

し
た
。
交
流
会
に
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
履
修
学
生
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
へ
の
短
期
研
修
参
加
学
生
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

へ
の
日
本
語
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
学
生
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
人
留
学
生
な
ど
20
数
名
が
参
加
し
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
に
関
す
る
質
問
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が

な
さ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
予
定
時
間
を
超
え
て

歓
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
大
統
領
か
ら
ハ
ン

ガ
リ
ー
語
教
材
の
贈
呈
を
受
け
、
本
学
学
生
か
ら
も

記
念
品
が
大
統
領
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
が
お
願

い
し
、
本
学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
大
統
領
の
ご
著

書
に
サ
イ
ン
も
い
た
だ
く
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
へ
の
短
期
研
修
派
遣
、

遠
隔
中
継
に
よ
る
学
生
同
士
の
交
流
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

作
家
の
講
演
会
な
ど
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
活
発
な
交

流
を
実
施
し
て
お
り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
履
修
生
は

２
３
０
名
を
超
え
て
い
ま
す
。
大
統
領
の
ご
訪
問
を

契
機
と
し
て
、
さ
ら
に
交
流
の
活
発
化
を
進
め
て
い

き
、
日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
懸
け
橋
と
な
る
人
材
を

育
成
し
て
い
く
よ
う
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
2
月
5
日
、
本
学
東
京
紀
尾
井
町

キ
ャ
ン
パ
ス
地
下
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
Ｖ
４
（
ヴ
ィ

シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
４
か
国
）＋
日
本 

東
方
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
（V

isegrad Group and 
Japan, together for Eastern Partnership

）」

が
、
外
務
省
、
Ｖ
４
諸
国
、
本
学
の
共
催
に
よ
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
欧
の
チ
ェ
コ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
４
か
国
は
、
各
国
間
の
友
好
と
協

力
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
協
力
の
枠
組
み
と

し
て
「
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
・
グ
ル
ー
プ
」
を
形
成

し
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
の
総
称
と
し
て
「
ヴ
ィ
シ
ェ

グ
ラ
ー
ド
４
か
国
（
Ｖ
４
）」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
日
本
で
も
「
Ｖ
４
＋
日
本
」
と
し
て
、
Ｖ
４
と

の
対
話
・
協
力
を
推
進
し
て
お
り
、
外
務
省
が
経

済
、
環
境
、
開
発
協
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
等
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
に
関
す
る
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

本
学
に
て
「
Ｖ
４
＋
日
本

東
方
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

日
時
：
２
０
１
３
年
２
月
５
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

講演する大統領

著書にサインをする大統領

交流会の様子
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ま
た
、
本
学
は
、
中
期
目
標
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
て
世

界
の
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
と
積
極
的
に
国
際
交
流
を
深

め
る
な
か
、
特
に
中
欧
地
域
と
の
教
育
交
流
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
が
Ｖ
４
議
長
国
を
務
め
る
今
回
、
Ｖ

４
諸
国
の
関
心
も
高
い
「
東
方
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
」（Eastern Partnership

：
Ｅ
Ｕ
が
欧
州
近
接

国
施
策
と
し
て
東
方
６
か
国
〈
グ
ル
ジ
ア
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
モ
ル
ド
バ
、
ア
ル
メ

ニ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
〉
に
対
す
る
地
域
的
協
力
関
係

を
強
化
す
る
枠
組
み
）
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
さ
ら
に

幅
広
い
層
へ
の
日
本
に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

対
象
地
域
の
認
知
・
理
解
促
進
を
目
的
に
、
中
欧
地

域
の
大
学
と
交
流
関
係
の
深
い
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
い
て
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
日
本
政
府
を
は
じ
め
、
Ｖ
４
お

よ
び
東
方
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
対
象
国
の
大
使
や
22

か
国
の
大
使
館
の
外
交
団
、
本
学
関
係
者
、
学
生
、

有
識
者
、
本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
支
援
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
企
業
の
方
々
ら
約
１
５
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ス
ピ
ー
チ
と
し
て
、

水
田
宗
子
理
事
長
は
「
今
回
の
東
方
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
を
本
学
で
開
く
こ
と
が
で
き
て

誠
に
光
栄
で
す
。
本
学
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き

る
人
材
育
成
を
目
指
し
て
お
り
、
次
世
代
を
担
う
本

学
の
学
生
や
留
学
生
た
ち
に
と
っ
て
も
、
今
回
の
セ

ミ
ナ
ー
は
大
変
有
意
義
な
機
会
と
な
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
城
内
実
外
務
大
臣
政
務
官
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
外
務
次
官
の
グ
ラ
ズ
ィ
ナ
・
ベ
ル
ナ
ト
ヴ
ィ

チ
（Grażyna Bernatow

icz

）
博
士
、
駐
日
欧
州

連
合
代
表
部
代
表
・
大
使
の
ハ
ン
ス
・
デ
ィ
ー
ト

マ
ー
ル
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ス
グ
ー
ト
（H

ans-D
ietm

ar 
Schw

eisgut

）
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
キ
ー
ノ
ー
ト
ス
ピ
ー

チ
を
行
い
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
昼
食
を
挟
ん
で
テ
ー
マ
別
に
以
下

グラズィナ・ベルナトヴィチ博士のキーノートスピーチハンス・ディートマール・シュヴァイスグート氏のキーノートスピーチ

城内実外務大臣政務官のキーノートスピーチ 水田理事長によるオープニングスピーチ

22か国の大使館から関係者が参加セミナーの様子
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ハンガリー首相より勲章を受ける水田理事長

の
四
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
、
各
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
日
本
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
対
象
地
域
に
お

け
る
各
分
野
の
専
門
家
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
後
、
活
発
な
議
論
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
学
か
ら
松
野
研
一
教
授
が
各
セ
ッ
シ
ョ

ン
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
務
め
、
議
論
を
大
い
に
深

め
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
の
最
後
に
、
城
西
国
際
大
学

の
柳
澤
伯
夫
学
長
が
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
ス
ピ
ー
チ
を
行

い
ま
し
た
。

　

な
お
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は

各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
パ
ネ
リ
ス
ト
や
聴
講
者
た
ち
が
集

い
、
日
本
と
Ｖ
４
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
対
象
地
域

の
今
後
の
協
力
・
発
展
に
関
す
る
意
見
交
換
等
が
活

発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、
Ｖ
４
お
よ
び
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
対
象
地
域
の
各
分
野
に
お
け
る
対

話
・
協
力
体
制
整
備
に
向
け
た
課
題
や
今
後
の
方
向

性
が
共
有
さ
れ
る
と
も
に
、
聴
講
し
た
本
学
学
生
ら

に
と
っ
て
も
、
各
国
の
代
表
者
の
生
の
声
を
聞
き
、

外
交
の
現
場
を
実
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
の

情
勢
を
よ
り
深
く
理
解
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
持
つ
た
め
の
大
変
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ラ
ー

ン
ド
大
学
（Eötvös Loránd U

niversity

）
か
ら

城
西
大
学
、
城
西
国
際
大
学
大
学
院
に
留
学
し
、
卒

業
後
駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
に
外
交
官
と
し
て
勤

務
し
て
い
る
ア
ン
ナ
・
バ
ー
リ
ン
（Balint, A

nna 
Erzsebet

）
さ
ん
も
、
本
セ
ミ
ナ
ー
に
外
交
団
の
一

人
と
し
て
参
加
す
る
な
ど
、
本
学
の
目
指
す
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
は
着
実
に
成
果
を
生
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
学
で
は
２
０
０
８
年
以
降
、
城
西
大

学
・
城
西
国
際
大
学
両
学
で
の
べ
２
千
名
の
学
生
が

ハ
ン
ガ
リ
ー
語
を
学
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
４
月

か
ら
は
、
加
え
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
・
チ
ェ
コ
語
の
授

業
も
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
、
今
後
一
層
の
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
11
月
21
日
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
に

お
い
て
、
本
学
水
田
宗
子
理
事
長
にCom

m
ander's 

Cross of the O
rder of M

erit of H
ungary 

（civil 
division

）
ハ
ン
ガ
リ
ー
中
十
字
勲
章
が
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
オ
ル
バ
ー
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
ル
（O

rbán, 
V

iktor

）
首
相
よ
り
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
日
本
両
国
間
に
お
け
る

教
育
・
研
究
、
人
材
育
成
へ
の
大
き
な
貢
献
が
認
め

ら
れ
て
の
こ
と
で
す
。

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
叙
勲
制
度
の
中
で
、O

rder of 
M

erit of H
ungary

は
１
９
９
１
年
設
定
の
ハ
ン

ガ
リ
ー
最
高
の
勲
章
と
さ
れ
、
民
間
部
門
と
軍
事
部

門
と
分
か
れ
て
お
り
、Com

m
ander's Cross

は

民
間
の
外
国
人
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
最
高
位
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
過
去
の
日
本
人
の
受
勲
者
と
し
て

は
、
米
倉
弘
昌
経
団
連
会
長
、
海
部
俊
樹
元
首
相
等

が
い
ま
す
。

水
田
理
事
長
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
勲
章
を
授
与

日
時
：
２
０
１
３
年
11
月
21
日

場
所
：
駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館

２
０
１
３
年
６
月
16
日
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
を
訪
問
し

た
安
倍
総
理
は
、
Ｖ
４
（
ヴ
ィ
シ
ェ
グ

ラ
ー
ド
４
か
国
）
各
国
の
首
脳
：
ト
ゥ
ス

ク
（Donald Tusk
）
ポ
ー
ラ
ン
ド
首
相

（
議
長
国
）、
ネ
チ
ャ
ス
（Petr N

ečas

）

チ
ェ
コ
首
相
、
オ
ル
バ
ー
ン
（Viktor 
O

rbán

）
ハ
ン
ガ
リ
ー
首
相
、
フ
ィ
ツ
ォ

（Robert Fico

）
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
首
相

と
、「
Ｖ
４
＋
日
本
」
首
脳
会
合
を
行
い

ま
し
た
。
同
会
合
終
了
後
、
会
合
の
内
容

を
総
括
す
る
共
同
声
明
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
「
Ｖ
４
お
よ
び
日
本
国
は
、

２
０
１
３
年
２
月
に
学
校
法
人
城
西
大
学

と
共
催
で
東
京
に
て
開
催
し
た
セ
ミ
ナ
ー

『
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
・
グ
ル
ー
プ
と
日
本

―
共
に
東
方
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
向
け

て
―
』
と
オ
ー
プ
ン
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
、
日
本
国
と
Ｖ
４
と
の
間
で
の
東
方

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
の
協
力
の

強
化
に
資
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
し

た
」
と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

水
田
理
事
長
に
は
２
０
１
１
年
５
月

に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
よ
りPro 

Cultura H
ungarica

（
ラ
テ
ン
語
：
「
ハ

ン
ガ
リ
ー
文
化
の
た
め
に
」
の
意
味
）
の

勲
章
が
既
に
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

勲
章
は
国
外
で
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
文
化
の
普

及
、
ま
た
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
国
外
の
文
化

交
流
に
重
要
な
貢
献
を
し
た
外
国
人
に
対

し
て
与
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。

ハンガリー共和国文化勲章の授与

●セッション１
Democracy, Good Governance, Stability

（民主主義、良好なガバナンス、安定性）

●セッション２
Economic integration and cooperation

（経済統合と経済協力）

●セッション３
Energy security（エネルギー保障）

●セッション４
Direction of Eastern Partnership and 
Japanese Diplomacy

（東方パートナーシップの方向性と日本の外交）
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城
西
大
学
・
城
西
国
際
大
学
の
学
生
30
名
が
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
・
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
（Budapest 

Business School: BBS
）
に
お
け
る
研
修
に
参
加

し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お

い
て
活
躍
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
育
成
を
目
的
と

し
て
お
り
、
世
界
と
い
う
外
部
か
ら
日
本
文
化
を
俯

　

２
０
１
２
年
４
月
12
日
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
ア

ン
ナ
・
コ
モ
ロ
フ
ス
カ
大
統
領
夫
人
ご
一
行
が
学
校

法
人
城
西
大
学
の
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来

学
し
、
水
田
理
事
長
と
会
見
し
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
中
期
目
標
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
ハ
ン
ガ
リ
ー

や
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
と

の
学
術
交
流
を
積
極
的
に
深
め
て
お
り
、
本
年
２
月

に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
も
来
学
し
ま
し
た
。
今
回
の

来
学
は
初
来
日
し
た
大
統
領
夫
人
の
公
式
行
事
と
し

て
実
現
し
た
も
の
で
す
。
今
回
は
大
統
領
夫
人
の
ほ

か
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
道
ア
ク
シ
ョ
ン
理
事
長
の
ヤ
ニ

ナ
・
オ
ホ
ィ
ス
カ
氏
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
統
領
局
副
局

長
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
が
来
学
し
ま
し
た
。

　

会
見
の
中
で
水
田
理
事
長
は
、「
東
日
本
大
震
災

時
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
日
本
へ
の
温
か
い
支
援
と

励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
本
学
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
積
極
的
に

交
流
し
、
10
月
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
留
学
生
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
大
統
領
夫
人

の
来
学
に
よ
り
今
後
ま
す
ま
す
交
流
を
深
め
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

大
統
領
夫
人
か
ら
も
「
学
校
法
人
城
西
大
学
と

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
大
学
と
の
交
流
が
活
発
に
進
ん
で
い

る
と
聞
き
、
大
変
嬉
し
い
。
今
後
は
城
西
大
学
か
ら

ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
留
学
生
も
含
め
て
、
さ
ら
に
両
国

の
交
流
が
活
発
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
見
後
、
地
下
ホ
ー
ル
に
て
大
統
領
夫
人
と
オ

フ
ィ
ス
カ
理
事
長
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
大
統
領
夫
人
か
ら
、
国
連
の
「
児
童
の
権

利
に
関
す
る
条
約
」
制
定
の
基
と
な
っ
た
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
「
こ
ど
も
の
権
利
の
活
動
家
―
ヤ
ヌ
シ
ュ
・
コ

ル
チ
ャ
ッ
ク
先
生
」
に
関
す
る
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
大
統
領
夫
人
は
、
こ
ど
も
の
権
利
の
創

始
者
で
あ
る
コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
先
生
の
思
想
と
活
動

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
夫
人
が
推
進
し
て
い
る
日

本
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
両
国
の
団
体
等
に
よ
る
東
日
本
大

震
災
被
災
者
へ
の
支
援
活
動
「
絆
の
架
け
橋
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
も
触
れ
、「
こ
れ

を
機
会
に
、
コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
先
生
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

こ
と
を
ぜ
ひ
深
く
知
っ
て
ほ
し
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
オ
フ
ィ
ス
カ
理
事
長
よ
り
「
女
性
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
道
ア
ク
シ
ョ
ン

の
活
動
」と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。〝
ポ
ー

ラ
ン
ド
人
道
ア
ク
シ
ョ
ン
（
Ｐ
Ａ
Ｈ
）〟
は
、
紛

争
・
自
然
災
害
・
貧
困
等
に
よ
り
人
道
的
支
援
を
必

要
と
す
る
世
界
の
国
々
に
出
向
い
て
活
動
を
行
う
組

織
で
、
１
９
９
２
年
の
設
立
以
来
、
コ
ソ
ボ
紛
争
や

チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
等
に
使
節
団

を
派
遣
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
道
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
オ
フ
ィ
ス
カ
氏
は
そ
の
理
事
長
と
し
て
積
極
的

に
活
動
を
推
進
し
て
お
り
、
講
演
で
は
同
組
織
の
設

立
目
的
や
経
緯
、
こ
れ
ま
で
の
世
界
各
国
で
の
活
動

内
容
に
加
え
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

気
仙
沼
で
の
幼
稚
園
の
再
建
活
動
等
を
具
体
的
に
紹

介
し
ま
し
た
。

　

講
演
に
は
福
祉
を
幅
広
く
学
ん
で
い
る
城
西
国
際

大
学
福
祉
総
合
学
部
の
学
生
を
は
じ
め
城
西
大
学
か

ら
も
多
く
の
学
生
等
が
出
席
し
て
熱
心
に
講
演
に
耳

を
傾
け
、
質
疑
応
答
で
も
積
極
的
に
質
問
が
出
て
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で

は
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
を
含
む
両
大
学
の
学
生
た

ち
が
大
統
領
夫
人
や
オ
フ
ィ
ス
カ
理
事
長
、
大
使
ら

と
和
や
か
に
歓
談
し
、
国
際
的
な
雰
囲
気
の
中
で
両

国
の
交
流
と
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

２
０
０
９
年
が
日
本
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
交
樹
立
90

周
年
と
い
う
節
目
の
年
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
特
に

近
年
日
本
で
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
歴
史
・
文
化
・
学
術

に
関
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
本
学
で
も
、

日
本
に
大
変
馴
染
み
の
深
い
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
偉
人
で

あ
る
キ
ュ
リ
ー
夫
人
の
パ
ネ
ル
展
開
催
な
ど
が
城
西

大
学
お
よ
び
城
西
国
際
大
学
で
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。

　

本
学
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
は
２
０
１
１
年
９
月
に

ポ
ー
ラ
ン
ド
日
本
情
報
工
科
大
学
と
学
術
交
流
協
定

を
結
び
、
同
大
学
よ
り
初
の
留
学
生
が
こ
の
10
月
に

来
学
予
定
で
す
。

　

今
回
の
大
統
領
夫
人
の
公
式
訪
問
を
機
に
、
今
後

の
本
学
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
大
学
と
の
交
流
が
よ
り
活

発
に
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
世
界
の
中
の
日
本
」「
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
奨
励
制
度
」

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
に
お
い
て
研
修
を
実
施

日
時
：
２
０
１
３
年
３
月
５
日
～
13
日

場
所
：
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
、ハ
ン
ガ
リ
ー

ポ
ー
ラ
ン
ド
大
統
領
夫
人
が
来
学

日
時
：
２
０
１
２
年
4
月
12
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

大統領夫人ご一行との記念撮影

講演される大統領夫人
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思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
最
終
日
に
実
施
し
た
成
果
発

表
の
た
め
に
学
生
た
ち
は
、
研
修
中
毎
夜
日
付
が
変

わ
る
頃
ま
で
準
備
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
朝
か
ら
晩

ま
で
勉
学
に
励
ん
だ
貴
重
な
経
験
と
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
奨
励
生
は
上
記
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
受
け
る
と
同
時
に
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
ク

リ
ス
ト
（Éva Sándor-kriszt

）
学
長
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
外
務
省
の
オ
ル
バ
ー
ン

（A
nita O

rbárn

）
大
使
の
も
と
を
訪
問
し
ま
し
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
日
本
と
同
じ
く
、
社
会
で
活
躍
す
る

女
性
リ
ー
ダ
ー
（
国
会
議
員
や
管
理
職
）
の
比
率
が

10
％
程
度
と
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
先
進
国
と
比
較
す
る
と

そ
の
位
置
づ
け
は
高
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た

中
で
、
ク
リ
ス
ト
学
長
と
オ
ル
バ
ー
ン
大
使
は
、
現

代
ハ
ン
ガ
リ
ー
社
会
で
活
躍
す
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
で

す
。
奨
励
生
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の
彼
女
た
ち
の
プ

ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
語
り
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
で
う

か
が
い
、
精
神
・
行
動
の
二
つ
の
側
面
か
ら
女
性

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
意
識
・
意
欲
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
ク
リ
ス
ト
学
長
、
オ
ル
バ
ー
ン
大
使

は
、
今
回
の
私
た
ち
の
訪
問
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
が
、お
二
人
は
水
田
宗
子
理
事
長
が
結
ぶ
、

世
界
に
お
い
て
活
躍
す
る
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｌ
︱

Ｗ
Ｉ
Ｎ
）
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
こ
れ
は
、
城
西

大
学
・
城
西
国
際
大
学
で
学
ぶ
女
子
学
生
の
人
材
育

成
に
つ
い
て
協
力
い
た
だ
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ

り
、
年
々
、
メ
ン
バ
ー
が
増
え
て
い
ま
す
。
女
性

リ
ー
ダ
ー
育
成
奨
励
制
度
は
、
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
支
援
に
よ
っ
て
海
外
研
修
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
研
修
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
ブ
ダ
ペ

ス
ト
商
科
大
学
の
先
生
方
も
女
性
で
あ
り
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
社
会
で
女
性
と
し
て
仕
事
を
す
る
こ
と
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
等
を
忌
憚
な
く
私
た
ち
に
語
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
こ
う
し
た
交
流
を
通
し
て
今
後
、
日
本
と

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
女
性
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
構
築
さ
れ
て
い
く
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

瞰
的
に
捉
え
る
こ
と
の
で
き
る
知
識
を
学
生
に
修
得

さ
せ
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
ま
す
。
今
年
度
よ

り
両
大
学
で
始
ま
っ
た
講
義
「
世
界
の
中
の
日
本
」

と
、
そ
れ
に
連
動
す
る
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

「
国
際
グ
ロ
ー
バ
ル
研
修
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
回
は
、
２
０
０
６
年
度

に
創
設
さ
れ
た
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
奨
励
制
度
」

に
お
け
る
海
外
研
修
と
の
合
同
実
施
と
な
り
ま
し

た
。
30
名
の
参
加
学
生
の
う
ち
、
９
名
が
女
性
リ
ー

ダ
ー
育
成
奨
励
生
で
す
。

　

研
修
団
は
２
０
１
３
年
３
月
５
日
か
ら
13
日
の
日

程
に
お
い
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大

学
を
訪
問
し
ま
し
た
。
現
地
滞
在
５
日
間
の
日
程
に

お
い
て
、
午
前
は
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
に
お
け
る

講
義
を
聴
講
、
午
後
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
名
所
旧
跡
を

巡
る
市
内
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お

け
る
日
本
文
化
の
受
容
に
つ
い
て
理
解
す
る
た
め
の

美
術
館
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
に
在
住
す
る
日
本
人
、
日
本
文
化
に
造
詣
が
深

い
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
に
対
し
て
、
学
生
た
ち
は
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
い
、「
他
者
」
の
語
り
を
通
し
て
日
本

文
化
の
あ
り
方
を
見
つ
め
直
す
経
験
を
し
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
「
日
本
と
は
何
か
」「
日
本
人
と
い
う
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
何
か
」
等
、
異
文
化
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
っ
と
も
根
幹
と
な
る
問

い
を
、
彼
／
彼
女
た
ち
は
抱
え
て
帰
国
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
帰
国
後
、
こ
の
問
い
対
し
て

ど
こ
ま
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
参
加
し

た
学
生
た
ち
の
今
後
の
成
長
に
期
待
し
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
研
修
で
は
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
で

日
本
語
を
勉
強
す
る
学
生
た
ち
の
協
力
を
得
ら
れ
ま

し
た
。
現
地
で
の
講
義
、
学
生
に
よ
る
成
果
発
表

は
、
英
語
で
実
施
し
ま
し
た
（
講
義
の
一
部
は
日
本

語
）。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
人
び
と
に
と
っ
て
も
英
語
は

外
国
語
で
す
。
世
界
共
通
語
と
し
て
の
英
語
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
で
日
本
語
を
勉
強
す
る
学
生
の
日
本
語
を
通

し
て
、
研
修
団
の
学
生
た
ち
は
、
異
な
る
文
化
背
景

を
持
つ
他
者
と
交
流
す
る
絶
好
の
機
会
に
な
っ
た
と

ブダペスト商科大学初日オリエンテーション

国会議事堂見学

成果発表会においてクリスト学長（中央）の挨拶
（写真左： BBS ヒダシ先生、写真右：駐ハンガリー山本大使）

クリスト学長を囲んで女性リーダー育成奨励生によるインタビュー
（写真奥右二番目から BBS のセーカチ先生、クリスト学長、佐藤先生、ヒダシ先生）
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て
心
の
こ
も
っ
た
お
世
話
を
い
た
だ
い
て
い
る
水
田

理
事
長
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ま
方
に
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
ひ
き
続

い
て
水
田
宗
子
理
事
長
が
「
チ
ェ
コ
語
の
弁
論
大
会

が
本
学
で
開
催
さ
れ
る
の
は
ま
こ
と
に
光
栄
で
す
。

本
学
で
チ
ェ
コ
語
を
学
び
始
め
た
学
生
た
ち
が
、
来

年
の
こ
の
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
チ
ェ
コ
語
を
学
ぶ
男
女
10
名
が
出
場
し

ま
し
た
。
出
場
者
は
そ
れ
ぞ
れ
チ
ェ
コ
語
に
よ
る
自

己
紹
介
に
続
き
、
二
つ
の
テ
ー
マ
「
食
事
と
家
の
習

慣
」「
自
分
の
将
来
の
計
画
」
の
う
ち
の
い
ず
れ
か

を
選
び
、
持
ち
時
間
５
分
で
チ
ェ
コ
語
の
ス
ピ
ー
チ

を
し
ま
し
た
。
出
場
者
の
年
齢
や
チ
ェ
コ
語
の
学
習

期
間
、
学
ぶ
き
っ
か
け
や
環
境
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
り
ま
す
が
、
出
場
者
は
多
く
の
聴
衆
を
前
に
、
皆

一
生
懸
命
に
日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を
披
露
し
て
い

ま
し
た
。

　

大
使
や
立
教
大
学
の
阿
部
賢
一
准
教
授
、
東
京

外
国
語
大
学
の
ゲ
ブ
ハ
ル
ト
ヴ
ァ
ー
（M

arkéta 
Gebhartová

）
先
生
、
外
務
省
中
・
東
欧
課
の
塚

本
公
平
氏
、
チ
ェ
コ
セ
ン
タ
ー
の
山
本
涼
子
氏
か
ら

今
回
の
弁
論
大
会
実
施
に
あ
わ
せ
、
本

学
３
号
棟
水
田
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
お
い
て
「
本
学
と
チ
ェ
コ
の
交
流
」
と
題
し

た
写
真
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
は
、
中

期
目
標
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
向
け
た

国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
て
世
界
の
さ
ま
ざ

ま
な
大
学
と
積
極
的
に
国
際
交
流
を
深
め
る
な

か
、
特
に
中
欧
地
域
と
の
教
育
交
流
を
強
化

し
て
い
ま
す
。
チ
ェ
コ
に
関
し
て
も
、
水
田

理
事
長
の
チ
ェ
コ
共
和
国
大
使
館
訪
問
を
契

機
に
、
フ
ィ
ア
ル
コ
ヴ
ァ
ー
大
使
の
ご
紹
介

に
よ
り
２
０
１
２
年
３
月
に
プ
ラ
ハ
経
済
大
学

（University of Econom
ics, Prague

）
と

学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
そ
の
後
６

月
に
は
本
学
訪
問
団
が
カ
レ
ル
大
学
（Charles 

University in Prague

）、
プ
ラ
ハ
経
済
大
学
、

マ
サ
リ
ク
大
学
（M

asaryk University

）
を

訪
問
し
て
い
ま
す
。

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
チ
ェ
コ
の
美
し
い
風
景

の
紹
介
と
と
も
に
、
２
０
１
２
年
６
月
の
大
学

訪
問
の
様
子
や
、
こ
れ
ま
で
本
学
で
行
わ
れ
た

チ
ェ
コ
関
連
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
イ
ベ
ン
ト
等

を
紹
介
し
つ
つ
、
チ
ェ
コ
の
音
楽
、
文
学
、
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
人
形
劇
な
ど
の
独
特
の
文
化

も
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
し
た
。

３号棟アートギャラリーで写真展を見学される大使たち

　

２
０
１
３
年
５
月
25
日
、
チ
ェ
コ
共
和
国
大
使
館

の
主
催
に
よ
る
「
第
19
回
チ
ェ
コ
語
弁
論
大
会
」
が

本
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
地
下
ホ
ー
ル
を
会

場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
こ
れ
ま
で
毎
年
大
使
館
に
て
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
大
使
館
が
改
修
中
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
中
期
目
標
の
中
で
チ
ェ
コ
を
は
じ
め
と
す

る
中
欧
地
域
の
大
学
と
の
教
育
交
流
を
積
極
的
に
展

開
し
、
本
年
度
よ
り
チ
ェ
コ
語
の
授
業
も
ス
タ
ー
ト

し
た
本
学
が
会
場
を
提
供
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。

　

大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
カ
テ
リ
ー
ナ
・
フ
ィ

ア
ル
コ
ヴ
ァ
ー
（K

ateřina Fialková

）
大
使
は
、

「
こ
の
弁
論
大
会
も
回
を
重
ね
る
ほ
ど
に
良
い
評
判

を
確
立
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
チ
ェ
コ
語

を
話
す
日
本
の
方
が
、
ま
す
ま
す
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
の
は
こ
の
大
会
の
お
か
げ
で
も
あ
り
、
こ
れ
ら

の
方
々
は
、
日
本
と
チ
ェ
コ
の
友
好
関
係
の
『
懸
け

橋
』
で
す
。
今
年
は
大
会
が
初
め
て
チ
ェ
コ
大
使
館

を
出
て
、
城
西
大
学
で
行
わ
れ
ま
す
。
開
催
に
際
し

第
19
回
チ
ェ
コ
語
弁
論
大
会
が
本
学
で
開
催

日
時
：
２
０
１
３
年
５
月
25
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

表彰式で、１位の賞状を手に大使と握手する槍田さん

理事長賞に選ばれた大江さん（中）
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な
る
５
名
の
審
査
員
に
よ
る
厳
正
な
審
査
を
経
て
、

見
事
１
位
に
は
槍
田
ひ
か
り
さ
ん
（
大
学
生
）
が
選

ば
れ
、
授
賞
式
で
は
フ
ィ
ア
ル
コ
ヴ
ァ
ー
大
使
か
ら

賞
状
お
よ
び
副
賞
と
し
て
チ
ェ
コ
の
大
学
で
の
１
か

月
間
の
留
学
の
権
利
が
、
プ
ラ
ハ
と
ほ
か
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
都
市
間
の
飛
行
機
の
チ
ケ
ッ
ト
と
と
も
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
特
別
に
本
学
か
ら
「
水
田
宗
子
理
事

長
賞
」
が
設
け
ら
れ
、
大
江
智
子
さ
ん
（
大
学
生
）

が
見
事
受
賞
、
水
田
理
事
長
よ
り
賞
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
の
最
後
に
は
、
こ
の
４
月
か
ら
チ
ェ

コ
語
を
学
び
始
め
た
本
学
学
生
の
代
表
３
名
が
、
ス

テ
ー
ジ
上
で
チ
ェ
コ
語
に
よ
る
挨
拶
と
今
後
の
抱
負

を
披
露
し
ま
し
た
。
今
後
の
チ
ェ
コ
語
の
上
達
と
グ

ロ
ー
バ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
９
月
30
日
、
平
成
25
年
度
水
田
宗
子

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
チ
ェ
コ
奨
学
生
表
彰

式
が
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
奨
学
金
は
、
２
０
０
９
年
12
月
ハ
ン
ガ
リ
ー

共
和
国
大
統
領
で
あ
る
シ
ョ
ー
ヨ
ム
・
ラ
ー
ス
ロ
ー

（Sólyom
, László

）
大
統
領
閣
下
（
当
時
）
が
、

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
を
表
敬
訪
問
さ
れ
た
こ

と
を
記
念
し
て
「
水
田
宗
子
ハ
ン
ガ
リ
ー
奨
学
金
」

と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
日
本

の
懸
け
橋
と
な
る
人
材
育
成
を
目
的
に
し
て
い
ま

す
。

　

本
学
は
中
期
目
標
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に

向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
て
世
界
の
さ
ま

ざ
ま
な
大
学
と
積
極
的
に
国
際
交
流
を
深
め
る
な

か
、
特
に
Ｖ
４
諸
国
を
は
じ
め
と
す
る
中
欧
地
域
と

の
教
育
交
流
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
４
年
目
を
迎
え

た
本
奨
学
金
は
、
新
た
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
チ
ェ
コ
か

ら
の
留
学
生
を
対
象
に
加
え
て
、
城
西
大
学
・
城
西

国
際
大
学
へ
留
学
し
て
い
る
３
か
国
か
ら
の
奨
学
生

を
表
彰
す
る
式
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
年
目
と
な
っ
た
今
年
度
の
表
彰
式
に
は
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
（Budapest 

Business School

）、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
・
コ
ル
ヴ
ィ
ヌ

ス
大
学
（Corvinus U

niversity of Budapest

）、

セ
ン
ト
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
大
学
（Szent 

István U
niversity

）、
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ラ
ー

ン
ド
大
学
（Eötvös Loránd U

niversity

）、
ニ
ー

レ
ジ
ハ
ー
ザ
大
学
（College of N

yíregyháza

）、

カ
ー
ロ
リ
・
ガ
ー
シ
ュ
パ
ー
ル
・
カ
ル
ビ
ン
派
大
学

（K
ároli Gáspár U

niversity of the Reform
ed 

Church in H
ungary

）、セ
ゲ
ド
大
学
（U

niversity 
of Szeged

）、
デ
ブ
レ
ツ
ェ
ン
大
学
（U

niversity 
of D

ebrecen

）
か
ら
両
学
へ
の
留
学
生
15
名
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
（U

niversity of 
W

arsaw

）、
ウ
ッ
チ
大
学
（U

niversity of Lodz

）、

ポ
ー
ラ
ン
ド
日
本
情
報
工
科
大
学（Polish-Japanese 

Institute of Inform
ation T

echnology

）
か
ら

両
学
へ
の
留
学
生
13
名
、
チ
ェ
コ
の
カ
レ
ル
大
学

（Charles U
niversity in Prague

）、
マ
サ
リ
ク
大

学
（M

asaryk U
niversity

）
か
ら
城
西
国
際
大
学

へ
の
留
学
生
２
名
の
合
計
30
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
水
田
理
事
長
か
ら
の
表
彰
状
授
与

に
続
き
、
各
国
の
学
生
親
善
大
使
が
２
名
ず
つ
任
命

さ
れ
、
水
田
理
事
長
よ
り
た
す
き
が
渡
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
と
の
文
化
交
流
を
深
め
る
大
使
と
し
て
の

６
人
の
今
後
の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
各
国
の
奨
学
生
を
代
表
し
て
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
フ
ェ
ヘ
ー
ル
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
（Fehér 

István

）
さ
ん
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
チ
ュ
ベ
ッ
ク
・

ヨ
ヴ
ィ
タ
・
ア
グ
ニ
エ
シ
カ
（Czubek Jow

ita 
A

gnieszka

）
さ
ん
、
チ
ェ
コ
の
レ
ザ
ツ
キ
・
ダ

ヴ
ィ
ド
（Rezazgui D

avid

）
さ
ん
の
３
名
が
授

与
の
謝
辞
お
よ
び
決
意
表
明
を
行
い
、
本
奨
学
金
に

よ
り
安
心
し
て
勉
学
に
励
め
る
こ
と
に
対
し
水
田
宗

子
理
事
長
お
よ
び
関
係
者
へ
の
お
礼
と
と
も
に
、
日

本
に
留
学
す
る
１
年
間
で
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統

や
経
済
・
社
会
な
ど
を
学
び
、
日
本
と
３
か
国
の
相

水
田
宗
子
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
チ
ェ
コ
奨
学
生

表
彰
式
を
開
催
、駐
日
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
館
表
敬
訪
問

日
時
：
２
０
１
３
年
９
月
30
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

受賞者の皆さん

親善大使に任命された6人と水田理事長、森本雍憲城西大学学長、石田益実城西国際大学副学長

出場者や審査員らによる記念撮影
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●周辺図 互
理
解
を
一
層
深
め
て
い
く
こ
と
へ
の
力
強
い
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
水
田
理
事
長
が
奨
学
生
に
「
皆
さ
ん
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
な
る
た
め
に
自
国
以
外
の
歴

史
・
芸
術
・
文
化
を
積
極
的
に
学
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
日
本
で
得
た
さ
ま
ざ
ま
な
貴
重
な
経
験
が

皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
に
大
い
に
役
立
つ

と
信
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
両
学
の
日
本
の
学
生
に

も
良
い
刺
激
を
与
え
て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
学
で
は
２
０
０
８
年
以
降
、
城
西
大

学
・
城
西
国
際
大
学
両
学
で
の
べ
２
千
名
の
学
生
が

ハ
ン
ガ
リ
ー
語
を
学
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
４
月

か
ら
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
・
チ
ェ
コ
語
の
授
業
も
ス

タ
ー
ト
し
て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
奨
学
生
13
名
は
、
今
回
の

表
彰
式
に
先
立
つ
９
月
26
日
に
、
水
田
理
事
長
ら
と

と
も
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
館
に
て
ツ
ィ
リ
ル
・
コ
ザ

チ
ェ
フ
ス
キ
（Cyryl K

ozaczew
ski

）
駐
日
大
使

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

大
使
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
本
学
へ
の
初
め
て
の

留
学
生
と
な
っ
た
13
名
を
温
か
く
歓
迎
し
て
く
だ
さ

り
「
皆
さ
ん
の
将
来
の
可
能
性
は
無
限
大
で
す
。
今

回
の
城
西
大
学
へ
の
留
学
チ
ャ
ン
ス
を
最
大
限
に
生

か
し
て
日
本
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
、
体
験

し
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
今
後
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
日
本

の
懸
け
橋
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
世
界
に
貢
献
で
き

る
よ
う
な
人
材
に
育
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し
の

言
葉
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
奨
学
生
た
ち
は
一
人
ひ
と
り
流
暢
な
日

本
語
で
自
己
紹
介
や
留
学
中
の
目
標
を
語
り
、
大
使

も
今
後
の
彼
ら
の
成
長
に
大
い
に
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
し
た
。

出席者による記念撮影


